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2024年辰（たつ）年。4月20日、学校法人向陽学園 向陽高等学校は創立１００周年を迎えます。

一世紀にわたる教育活動の歴史の上に、新たな向陽学園が始動しています。

私達は、諸先輩方の努力に敬意を表し、何を学びどう生きるか考え行動することが大切だと思い

ます。向陽学園の「新たな世紀」という風に向かって。

新たな世紀に向かって始動！！

【看護専攻科】

「創立100周年を迎えて」 高校副校長 高山 真砂美

「創立１００周年を迎えて」 ～感謝と誇り～

看護専攻科統括科長 柿川 美恵

私は、看護師として医療現場で勤めた後、母校である

本校の看護教員として、教育に携わることを決意しまし

た。私が向陽高校に入学した年は、「創立70周年」でし

た。入学式の場で、「創立70周年を迎える、伝統ある学

校に入学できたことを誇りに思います。」と当時の生徒

代表が話をしていたことが昨日の事のように思い出され

ます。

現在、教員として臨地実習の場に引率をすると、患者

さんから「向陽高校は昔からある学校で、いい学校だよ

ね。」と、お声かけを頂くことがあります。その度に、「私も

向陽高校の卒業生です。」と、ついつい追加してアピー

ルをしてしまっている自分がいます。

向陽高校が創立100周年を迎えた今、これまでの歴

史に感謝し、これから先も奉仕の心で輝かしい時を刻ん

でいきたいと思います。記念すべきこの時に、向陽高校

の教員であることを心から誇りに思い、感謝の気持ちで

いっぱいです。

修学旅行に行ってきました！

（12/５～８）

「東京ディズニーリゾート」 「浅草」

私が最初に百周年委員会に出席した際、「百年も

続く学校、これはすごいことだ。我々はこの歴史や伝

統を大切にしていかなければならない」という話が

ありました。本校が歴史ある高校であることは存じて

いましたが、熱く本気のこの言葉により、是非この事

業に関わりたいと思いました。百年前の日本と言え

ば、第一次世界大戦を境に、資本主義化が進み貧

富の差が拡大し、女性たちが働き手として外に出始

めた時代。

その先駆けとして、大村に裁縫女学校が設立されま

した。大正デモクラシーと連動し女性解放運動も盛ん

となり、あらゆる職業において「女性で初」が生まれ

た時代でもあります。それでも、女性に選挙権はなく

賃金の男女差もありました。苦難の時代を経て現在

の生活があります。改めて先人の苦労や思いを大切

に、今の時代を生きて繋いでいく責務を感じます。皆

様、向陽高校百周年を共に「熱く本気で」そして真心

を込めて迎えましょう。

「軽井沢スノーパーク」
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＜シリーズ＞２０２４年「向陽高等学校創立100周年」を迎えて

長崎リハビリテーション学院

「創立１００周年記念事業」推進報告

高校HP

創立100周年記念へのメッセージ（法人・企業様）

「創立100周年を迎えて」

副学院長 井戸 佳子

リハビリテーションは治療医学、予防医学に次

ぐ、第3の医学といわれ、障害の機能回復だけで

なく、障害が残ってもその人にあった生活を目指

す医療を行います。超高齢社会の近年は、介護

予防が大きな社会的テーマとなりこれに対する活

躍の場が広がっています。これらの多様なニーズ

に応えられる人材を育成するために、独自のカリ

キュラムとして、キャリア教育では職業観を深め早

期に専門職としての自覚がもてるよう、見学実習

や多領域からの臨床家の講義、調べ学習のプレ

ゼン大会などを行っています。また、入院治療から

退院後の社会生活を見据えた介入や地域生活

者への支援には、多職種連携が重要となるため、

3職種同時養成の特色を活かして合同でケース

検討会の講義などを行っています。「リハビリテー

ション」黎明期から療法士を輩出し、社会のニー

ズに即してカリキュラムを改革し現在に至ります。

今後も社会から信頼される学院として教育活動

を進めて参ります。

「創立100周年を迎えて」

副園長 桑戸 美穂

輝かしい新年にあたり、創立100周年を共に迎

えられることに喜びと、誇りを感じております。

さて、幼稚園の園庭砂場の中心には、百年の歴

史を刻む大木が佇み、園児の成長を温かく見守り

続けています。「今日はどうやって遊ぼうかな」「砂

でどんな形がつくれるかな」と、砂場遊びは園児達

の無限の発想力や創造力を高めてくれます。また、

たくさんのお友だちとの関わりのなかで、社会性や

コミュニケーション能力の基礎を培い、生きていく

上での知恵を学び始めます。情報化、科学技術の

発展、グローバル化など、変化の激しい現代にお

いても、幼児期が「“幸せに”生きる力」の基礎を

育む大切な時期であることに変わりありません。砂

場の大木のように、これからの100年を繋ぐ園児

達の、まっすぐに伸びようとする「生きる力」を引き

出せるよう、しっかりとした教育目標

を持って、教職員一同、初心に立ち

戻り、幼児教育に真摯に取り組んで

参ります。

「明るく なかよく 元気よく」「お遊戯会」開催（１２月２日）

「烏山 武」初代理事長が全校生徒に訓示した言葉

終戦直後の状況の中で、生徒に「勇気と希望」を与えた言葉だと思います。

「平和の愛好者となり文化方面に全力を尽くすべし」764名登校（昭和２０年９月１５日）

「民主主義を高調し、軍国主義を撲滅し、（中略）文化と道義をもって世界人類に貢献する事が皆さん

の責務なり」（昭和２１年４月２９日）

向陽幼稚園


